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平成 29年度 第 269回教育研究審議会議事要録 
 

日 時  平成 29年 5月 30日（火）13:30～14:45 

場 所  北方キャンパス本館 Ｅ701会議室  

出席者  松尾学長、柳井副学長、梶原副学長、二宮副学長、中尾副学長、田上事務局長、 

 大平外国語学部長、朱経済学部長、田部井文学部長、小野法学部長、眞鍋地域創生学群長、 

 龍国際環境工学部長、日髙基盤教育センター長、八百社会システム研究科長、 

任マネジメント研究科長、今泉学生部長、田村教務部長、後藤入試広報センター長、 

     佐藤情報総合センター長、廣渡評価室副室長 

配布資料   01  名誉教授の称号授与について 

2-1 平成28年度計画及び第2期中期目標期間に係る自己点検・評価報告書（案）について 

2-2 平成28年度計画及び第2期中期目標期間に係る自己点検・評価報告書（案） 

3   今後の北方・ひびきの連携事業のあり方について   

4-1 平成28年度卒業者の就職状況について 

4-2 平成28年度学部卒業生の就職状況について 

4-3 就職決定率の推移 

4-4 実就職率の推移 

4-5 平成28年度卒業生の進路状況 

5  平成28年度休学及び退学除籍者数について 

6  第12回スポーツフェスタ(夏季)について 

7-1 平成29年度研究基盤充実費の採択について 

7-2 平成29年度公立大学法人北九州市立大学研究基盤充実費公募要領     

 

 

第１号 名誉教授の称号授与について 

＊資料1に基づき、名誉教授の称号授与について提案。 

 

○ 北九州市立大学名誉教授授与規程第2条の規定に基づき、平成29年3月に退職した教員4名に名誉教

授の称号を授与することについて審議をお願いしたい。 

● 候補者の中に、学生の指導において問題のあった教員があげられている。学部長としては、問題が

あるのではないかと考える。 

● 処分歴等があるのか。 

○ 処分歴はない。規程上、名誉教授称号授与の欠格条項等は設けておらず、教授年数に加えて、「教

育上又は学術上特に功績があった者」としている。名誉教授の称号授与は学長からの付議案件であり、

教授年数を基準にしつつ、総合的に判断した。今回は処分歴があるわけではないので、問題ないと考

えた。 

● この場で議案資料を見ただけでは、賛否は言えないのではないか。 

● 学部長は個人的な意見としておっしゃっていただいたものと認識した。今後の取扱については、検

討する必要があると思う。 

● 以前は、学部長からの推薦依頼という形式を取っていたように思う。また、本学の品位を汚すよう

な場合など、欠格条項を設けることも考えないといけないのではないか。 

○ 今後検討したい。 

 

【議長】4名について、名誉教授称号授与を承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

 

 

 



 

2 

 

第２号 平成28年度計画及び第2期中期目標期間に係る自己点検・評価報告書（案）について 

 ＊ 資料 2-1、2-2のとおり、平成 28年度計画及び第 2期中期目標期間に係る自己点検・評価報告書（案） 

   について提案。 

 

○ 評価室で 2回にわたり審議した「平成 28年度計画及び第 2期中期目標期間に係る自己点検・評価 

報告書（案）」について提案するもの。今後、北九州市地方独立行政法人評価委員会に提出するにあ 

たり、記載内容の細部を修正する必要がある場合は、学長、評価室長に一任ということにしていただ 

きたい。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

第３号 今後の北方・ひびきの連携事業のあり方について 

 ＊ 資料 3のとおり、今後の北方・ひびきの連携事業のあり方について提案。 

 

○ 平成 31 年度のカリキュラム再編にあわせて、北方・ひびきの連携事業運営委員会として、今後の

事業のあり方及び対応策を提案するもの。平成 31 年度以降は、バスの運行を廃止するとともに、両

キャンパス間で遠隔授業等を導入し、あわせて、両キャンパス共同のオフキャンパス活動を実施する

など、様々な交流を複合的に組み合わせて実施したい。 

● 両キャンパス共同のオフキャンパス活動について、421Lab の今の体制では、ひびきのキャンパス

まで支援することは難しいと思う。今後どうするか、早めに協議の場を設けていただくとありがたい。 

○ そうしたい。 

● 遠隔授業について、カリキュラム再編に影響があるかもしれないのでお聞きしたい。遠隔は教室対

教室という理解でいいのか。 

○ そう考えている。 

● 遠隔授業について、どれを対象にするか、システムの立上げは誰が行うか、など詰めるべき点も多

いと思う。早めに決めていただきたい。 

○ 了解した。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

 

 

報告 

① 平成２８年度 卒業者の就職状況について、資料４のとおり報告があった。 

② 平成２８年度 休学及び退学除籍者数について、資料５のとおり報告があった。 

③ 第１２回スポーツフェスタ（夏季）について、資料６のとおり報告があった。 

④ 平成２９年度研究基盤充実費選考結果について、資料７のとおり報告があった。 

⑤ 次回の審議会を平成 29年 6月 6日（火）に開催する予定である旨、報告があった。 


